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せ，ＪＳＭ－Ｕ３型走査電子顕微鏡を使用し，加速電圧１５

ｋＶで観察した．なお，必要に応じて生きたセルカリア

をスライドグラスにのせ，カバーグラスでできるだけ圧

平し，100～１，０００倍の光顕でも観察した．

観察結果

１．横川吸虫セルカリア

体部は長卵円形で，その大きさを走査電顕写真で測定

したところ，体長約l00ju，体幅約３５αであった（Photo

l)．

口吸盤は体前端腹面に位置し，左右に長い楕円形であ

る．口吸盤をとりまいて同心円状に大型の皮疎が発達し

(Photo３)，口吸盤上には皮練とは異ったさらに大型の太

い口疎が３列横に並んでいる（Photo５)．消化管の開口

部，すなわち，‘口,にあたる部位に近い方を第１列目と

すると，この列の口鰊がもっとも強大で長さ約1.5/α，例

外なく４本である．２列目は約10本，３列目は約14本で

ある．これらの口練は鉤状に湾曲し，先端は鋭い．基部

は左右に扁平で，前後に幅広く，前方に丸く突出する．

第１列目の口練をはさんで，左右に５対の感覚乳頭が並

んでいる(Photo５)．各乳頭とも管状に突出し,短い感覚

毛をもち，口練にもっとも近い１対は口鰊を被うように

内側を向き，他は後方を向く．

体表面には後端が尖った卵形の微細な皮練が全体に規

則正しく分布している(Photo7).各皮練は長さ約0.5β，

基部での幅は0.2～0.3浜で，それらの間隔はほぼ等し

く，0.7’前後である．しかし，体後方末端近くでは皮

鰊はまばらになる（Photo９)．以上は背面皮練の記載で

あるが，腹面においては背面のそれに比較してやや大き

く，配列はほぼ類似する(Photoll)．腹吸盤は光顕レベ

ルでは数個の細胞集団として認められるだけであるが，

走査電顕像では横に走る溝としてみられる．腹吸盤付近

はじめに

異形吸虫類のうち，横川吸虫Ｍｂｒａｇｏ"i,""Ｓｙｏﾊ０９α‐

maiKatsurada，１９１２と高橋吸虫Ｍ・ＺαﾉＭｚａｓ肱Ｓｕ‐

zuki，１９３０の異同については過去約40年間,高橋(1929,

1967)，森下(1951)，越智(1957）など多くの研究者によ

り検討されてきた．最近，著者らの－人斎藤（1972,

1973a,ｂ)および斎藤・辻(1973)は，広島県下の河川の

カワニナに寄生する両種セルカリアを材料として形態観

察，感染実験，免疫電気泳動などを行ない，両種に差異

のあることを明らかにしている．

今回，著者らは主に走査電子顕微鏡を用いて，両種セ

ルカリアの体表微細構造を比較観察した．その結果，両

種間に著しい差異を見出すことはできなかったが，体部

では口練および皮練の形態，尾部では感覚乳頭とそれに

付随する感覚毛の存在などいくつかの興味ある知見を得

ることができたので報告する．

材料および方法

広島市近郊のカワニナから得た横川吸虫および高橋吸

虫セルカリアを材料に供した．セルカリアはカワニナを

１個ずつ水を満たした小型シャーレに入れ，４～8時間室

温に放置し，源出させたものおよび貝殻の破砕により採

取したもので，充分成熟したと思われるものを観察の対

象とした．電顕像を得るための材料は，１０％ホルマリン

および１～3％グルタールアルデヒド(Millonig緩衝液）

と１％オスミック酸（Millonig緩衝液ｐＨ7.3)で，二

重固定を行ない，アルコール系列により脱水し，臨界点

乾燥を実施した．最後にカーボンおよび金を真空蒸着さ

＊本研究の一部は文部省科学研究費総合研究(Ａ)，医

動物，特に寄生蠕虫類の走査電子顕微鏡的研究（代

表者石井洋一教授）によった．
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体部は長卵円形で，横川吸虫に比較して大きく，走査

電顕写真による測定では体長約130Ju，体幅約４０〃であ

る（Photo２)．

では皮鰊は少なくなり，小型化する(Photol3)．背面に

は４対の感覚乳頭とそれに付随する長い感覚毛が認めら

れる（Photol5)．１対目は体前端に近く位置し，短い．

２対，３対目はやや後方に在る．４対目は体後端外側に

位置する．各乳頭ともやや丸く盛り上り，長さ4.5′ほ

どの長い感覚毛を備える．口吸盤周辺には約0.7/`の短

い感覚毛をもつ乳頭が約６対みられる．腹面には体前端

から腹吸盤まで８対の乳頭が観察されるが，そのうち６

対は体軸中央に１列に配列し，２対はやや外側にあり，

ほぼ同じ長さの感覚毛をもつ．腹吸盤周辺には乳頭は存

在しない．各乳頭とも背面の乳頭と同様な構造をしてい

る．体部側面にはほぼ体軸に沿って１列に15～20個の乳

頭がみられる（Photol7)．

尾部は左右扁平で，一般に後方でやや背方に湾曲し，

その長さは約170～210〃である（Photo１，Fig.１)．

尾の基部付近の背腹径は約１２β，中央部では約８/(であ

る．末端にいくにつれ背腹径および左右径は減少する．

その表面は体部にみられるような皮練を欠き，ほぼ平滑

で，横に走る雛檗が顕著である．側部には縦走するやや

深い１本の溝がみられることがあるが，これはおそらく

乾燥時あるいは固定時に収縮して生じたものであり，筋

層の間隙に相当すると考えられる．さらに尾部には４対

の感覚乳頭およびそれに付随する感覚毛が認められる

(Fig.１)．尾部の中央よりやや前方背面にある１対目の

乳頭は直径約0.8,ｕで，多少盛り上り，感覚毛は７個体

の長さ平均3.ｑｕである（Photol9).2対目の乳頭は

尾の後方'/3の側面ほぼ中心線上かやや腹側に位置し，

直径約0.6’で，９個体の長さ平均2.2〃の感覚毛をも

つ（Photo２１)．尾部後方にある３対目と４対目の乳頭

はたがいに接近しており，このうち前者は側面中心線近

くにあり，直径0.7ノリで，９個体の長さ平均0.8ﾉﾘの短

い感覚毛をもつ（Photo２３)．後者は背側のひれ近くに

位置し，９個体の長さ平均2.6/ｕの感覚毛をもつ．

背腹にはそれぞれ１枚のひれを有し，後端で相合す

る．背側のひれは尾の前方'/8付近から始まり，中央付近

がもっとも幅広く約７'で，次第に狭くなる．厚さは非

常に薄く，後方部にいくにつれやや厚くなる(Photo25)．

腹側のひれは短く，尾部中央やや後方から始まり，もっ

とも幅の広いところで約5.5’である．表面には細かい

凹凸および雛が観察され,背側のひれに似る(Photo27)．

腹側のひれの方が背側のひれよりやや厚い形像が得られ

ている．

２．高橋吸虫セルカリア

Ｆｉｇ．１．DiagramofMlgZago"z"mscercaria，

showing4tailsensoryorgans（papillae)．

ｄｆ：dorsalfin，ｖｔ：ｖｅｎｔｒａｌｆｉｎ．

口吸盤は左右に長い楕円形で，口吸盤をとりまいて同

心円状に大型の皮鰊が分布しており，後方にいくにつれ

てわずかに大きさを減ずる（Photo４)．口鰊は皮練と違

って強大で，１列目には通常５本，まれに６本，２列目

には約12本,３列目には約14本である(Photo６)．これら

の口赫は横川吸虫のそれらと形態的にほぼ類似するが，

一層大きい．１列目は長さおよそ1.5’で鉤状に湾曲

し，先端は尖り，左右に扁平で，基部は前方に丸く突出

している．２列および３列目も同様な形態であるが，１

列目より多少小型である．第１列目の口赫をはさんで左

右に５対の感覚乳頭がみられる（Photo６)．これらの乳

頭は太い管状でやや突出し，縁は多少肥厚し，短い感覚

毛をもつ．口疎にもっとも近い１対は口鰊を被うように

たがいに内側に向き，次の３対はそれよりやや後方に

あり，他の１対は外側近く位置する．

横川吸虫と同様，体表面には微細な皮辣が全体に分布

している．背面ではそれぞれの皮練の間隔はおよそ１浜

でほぼ等しく，各皮鰊の基部は丸くふくれ，先端は尖る

(Photo８)．その長さは約０．５β,基部の幅は0.2～０．３’

(４４）
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である．ただし，体後方末端近くのそれらはやや小さく

まばらになる（PhotolO)．体側面の皮疎は背側のそれ

と同様な形および分布をしている．腹面の皮鰊は背面に

比較してやや細長く，長さ約0.7～0.8’,基部の幅０．２

～0.3/ｕで（Photol2)，体後方では疎密となり，腹吸

盤付近にはほとんど存在しない（Photol4)．

体表の感覚乳頭は背腹側面と口吸盤周辺にそれぞれ認

められる．すなわち背面のそれは４対，腹面には7～8対

みられ，各乳頭ともわずかに盛り上り，配列は横川吸虫

のそれに良く似ている（Photol6)．背面の乳頭のうち

１対は長さ1.5’の短い感覚毛を備えているが，他の３

対のそれは長く８～9ノリである．腹面の乳頭はほぼ体軸中

央部に平行に並び，各々2.0～2.5βの感覚毛をもつ．

口吸盤周辺には，１’前後の短い感覚毛をもつ乳頭がお

よそ６対みられる．体部側面には，ほぼ体軸にそって約

20個の乳頭が数えられ，それぞれ１本の長い感覚毛を備

える（Photol8)．

尾部の主な特徴は横川吸虫セルカリアとほぼ同様であ

るが，長さは約240～280’で，横川吸虫に比較してか

なり長い．基部での背腹径は約１４｣u，中央付近では１０似

である．横川吸虫と同様，横走する表面の雛檗が顕著で

ある（Photo２)．その尾部表面には４対の感覚乳頭が存

在する（Fig.１)．尾部中央前方やや背面にある１対の

乳頭は直径約0.7,ｕで，１２個体の長さ平均4.7βの感

覚毛をもつ（Photo２０)．２対目の乳頭は尾部後方'/3に

位置し，直径0.7'で，１２個体の長さ平均3.3’の感覚
毛をもつ（Photo２２)．尾部後方の２対の乳頭はたがい

に接近しており，このうち，前方の３対目の感覚毛は他

のものに比較して短く，１３個体の平均1.3ノリで，側面に

位置する（Photo２４)．４対目は直径0.7/ｚで，背側の

ひれ基部に接近しており，８個体の長さ平均4.1’の感

覚毛をもつ．なお，感覚毛の先端は光顕像では初め針状

であり，虫体が弱ってくるに従い鈍となるが，走査電顕

像ではすべて鈍であった．

背部のひれは前方'/7付近に始まり，もっとも幅の広い

中央部では11.5｣ｕで，表面構造は横川吸虫のそれに類

似する（Photo２６)．腹側のひれは尾部のほぼ中央より

始まり，後方で次第に幅広くなり，最大幅は約９βであ

る（Photo２８)．背腹のひれとも後方部が前方部より厚

く，腹側のひれが背側のひれに比較して厚い形像が得ら

れ，縁が多少肥厚しているのが認められる．

考察

高橋(1929)は，横川吸虫および高橋吸虫の発育段階で

の形態について詳細に研究し，セルカリアにもいくつか

の差異を見出している．外形は両種セルカリアともに酷

似するが，横川吸虫は高橋吸虫に比較して著しく小さい

点を述べ，皮疎もやや小型であることを記している．こ

の点については，すでに観察結果で述べているように，

著者らの観察においても明らかに認められた．

斎藤(1972)は，生鮮標本を用いて横川吸虫セルカリア

の体部の長さを137.5～197.5β，平均170"，高橋吸虫

では235～300’，平均265,αとしたが，著者らの電顕像

により測定したところでは，横川吸虫も高橋吸虫もとも

にかなり小さかった．このことは固定もしくは乾燥の際

に収縮したものであろうと考えられる．

今回の観察では，両種間に著しい差異を見出すことは

できなかったが，従来，両種を区別する特徴でもっとも

明瞭だとされてきた第１列目の口赫数の差(４本対５～６

本）（高橋，1929,1967；伊藤，１９６２；斎藤，1972)を明

らかに確認できた．高橋(1929)および斎藤(1972)は口練

について多数の個体を調ぺ，横川吸虫では第１列はすべ

て４本で，高橋吸虫には５本が大部分であり，まれには

４，６本のものも検出されたが，この変異はごくまれで

あって,分類にはほとんど支障がないことを述べている．

なお，高橋(1929)によれば，高橋吸虫セルカリアの口練

に関して，“この口鰊は魚類体内に侵入後数日の問に退

化し，消失するもので，おそらくセルカリアが魚体に侵

入する時に役立つ装置の１つであろうと考えられる'，と

述べている．さらに尾部について氏は体部への陥入の程

度に両種の差異があることを指摘している．走査電顕で

はこの点を比較観察することは困難であるが，その周辺

の表面構造については注目すべきほどの差はないようで

ある．

セルカリア体表の感覚を司ると思われる乳頭（Papi‐

llae)およびそれに付随する線毛(Cilium）については多

くの研究があるが，DixonandMercer（1965）は透過

電顕を用い，ＲＭｏＺα/i"αzicaを材料としてその構造

を調べた．ＭｂＺａｇｏ"i"J皿ｓセルカリアにみられる乳頭

状の構造および付随する線毛様器官は彼等のいう神経の

ｂｕｌｂを包む外皮の盛り上り，およびterminalprocess

に相当すると思われるが，ここでは従来我国で多く使用

されてきた感覚乳頭および感覚毛という言葉を用いた．

高橋(1929)は，感覚乳頭について感覚器とみなすべき多

（４５）
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とともに鋭から鈍に変化したことから，走査電顕でみら

れる鈍状の先端は固定などの影響とも考えられる．

Wagner(1961）は住血吸虫科３種のセルカリアの感覚

乳頭を硝酸銀で染める方法で調べたが，乳頭の数と配列

において種間の差異は明らかで，体部においては左右対

称であり，ほぼ一定しているが,尾部においてはかなりの

個体変異が認められることを指摘している．Mohandas

(1971)は疎口吸虫セルカリアの研究により変異を認めな

がらも，乳頭の配列パターンが重要な分類の助けになる

ことを述べている．Lie(1966）は練口吸虫セルカリアの

乳頭を構造上から３つのタイプに分けたが，Shortand

Cartrett(1973)はSchisZosomα〃zα"so"ｉで４つのタイ

プに分類した．このうち，MeZago"伽"Ｓセルカリアの

口部をのぞく体部および尾部で観察された乳頭は，彼等

のいう‘外皮が乳頭状に盛り上り１本の線毛をもつ,タ

イプに相当すると思われる．

以上のように，いくつかの吸虫ではセルカリアの感覚

乳頭の数および配列により種の区別が可能なことが知ら

れている．しかし，ここで取扱ったMeZago"i''z2`S属近

縁２種の乳頭においては感覚毛の長さを除き，乳頭の

数，存在位置，感覚毛の形態などに両種セルカリアを区

別できるほどの差異は見出されなかった．

ひれについては両種とも腹側が背側のものに比較して

厚く，後方ほど肥厚する傾向があるが，全体として高橋

吸虫の方が横川吸虫より厚い形像が得られた．しかし，

このような差異が両種を区別できるか否かは走査電顕の

ための試料作製上の解決すべき問題があり，今後の研究

に待ちたいと考えている．

数の小毛を両種で認めており，高橋吸虫においては体前

・後端の小毛はもっとも著明で，時々，鞭毛様の運動を

することを記している．感覚乳頭を走査電顕を利用して

観察したのは，肺吸虫セルカリア(石井・宮崎，1968)を

初めとして，その後,吸虫,線虫についての多くの報告が

ある．光顕レベルでは各々の乳頭の形態観察はできない

が，走査電顕では図版に示したごとく，明らかにとらえ

ることができた．体部背腹側両面では，対をなす乳頭が

体軸にそって配列し，体側面では1～2列の乳頭の配列が

みられる．各個体で乳頭の数や位置において多少の変異

が認められるが，腹側の方が背側に比較して，多くの乳

頭をもつこと，体先端および後方部に多く分布している

ことは宿主への侵入と何らかの関係があるのではないか

と思われる．

口練の左右にある５対の感覚乳頭群は，これまでその

存在は記載されていなかったものである．このタイプの

乳頭はＳと/iisZoso"Jα'"α"s〃で走査雷顕的に観察され

ており(ShortandCartrett，1973)，侵入腺をとりまく

口部の７対がそれで，乳頭基部はやや盛り上り，短く，

太い感覚毛をもつ．これらの乳頭はそれらの位置から口

吸盤および口赫の働きと直接関係する重要な器官である

と考えられる．

斎藤（1973b）は，セルカリアの尾部が第２中間宿主

である魚類に付着した場合には，付着部を基点として体

を曲げ，頭部から侵入することを観察した．この事実

は，尾部に感覚を司る器官の存在することを暗示させた

が，今回，走査電顕的観察によりその器官らしいものの

存在を確認することができた．それは１本の毛をもつ乳

頭で，体部の感覚乳頭と感覚毛によく類似している．た

だ尾部の感覚毛が横川吸虫で最長3.3/z，高橋吸虫で５．５

｣ｕと体部の約９βよりかなり短い．尾部の乳頭は両種セ
ルカリアとも４対で，形態や存在位置は区別点とならな

いようである（Fig.１）．すなわち，１対日は尾部の中

央より多少前方にあり，例外なく中心線よりやや背面

に位置する．２対目は後方’/３か，そのやや前方で，側

面のほぼ中心線上か，わずかに腹面である．３対目と

４対目の距離は多少変化するが，たがいに相接近してお

り，後方'/4～'/5に存在する．３対目は側面のほぼ中心線

上に位置し，４対目は背面にあり，背部のひれに接近し

ている．感覚毛は高橋吸虫の方が横川吸虫よりかなり長

いが，両種とも第１対目がもっとも長く，次いで第４

対，第２対とつづき，第３対が明らかに他より短いこと

がわかる．なお，感覚毛の先端は，光顕では時間の経過

まとめ

走査電顕を用いて横川吸虫および高橋吸虫セルカリア

の表面構造を観察し，若干の形像を得ることができた．

高橋吸虫の方が横川吸虫より体も大きく，尾も長い．ま

た口鰊，皮辣，感覚毛などにおいても同様に高橋吸虫の

方がより大である．皮鰊は腹側の方が背側に比較して大

きい．口鰊第１列目の数は，横川吸虫４本，高橋吸虫で

は５本，まれに６本で，両種間に明らかな差異が認めら

れた．口鰊の左右に位置する５対の感覚乳頭は従来その

存在は記載されていなかったもので,Sbhiszoso"zα,'Jα"‐

so"／の口部にみられる７対の乳頭と同じ形態をしてい

る．これらの口疎および感覚乳頭は，宿主体への侵入の

際役立つ重要な器官であると考えられる．

尾部では感覚乳頭の存在はまったく見逃されていたも

（４６）
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のであるが，感覚毛をもつ乳頭は両種とも４対で，３対

目の感覚毛は常に他より明らかに短く，尾部側面に位置

する．これらの乳頭は体部の乳頭と同様な構造をもつ．

ひれは背部の方が腹部より薄く，後方でやや厚さを増す

傾向にあり，高橋吸虫の方が横川吸虫より肥厚する傾向

にあるが，種の特徴とするには未だ多少の疑問がある．

以上，横川吸虫および高橋吸虫セルカリアの形態を主

に走査電顕を用いて観察したが，体および皮練の大き

さ，口練の数等をのぞいて両種を区別できる著しい特徴

を見出せなかった．

稿を終えるにあたり，試料採集に御協力をいただいた

広島大学医学部寄生虫学教室，森山信子助手に深謝致し

ます．
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ＴＡＫＡＨＩＲｏＦＵＪＩＮＯ，ＹｏＩｃＨＩＩＳＨＩＩ

(Ｄ幼αγZ"Je"ｔｏL/PtJrasiZoJogy，ＲＪＣ"ﾉｌＺｙｑ／Ｍｂａｉｃ/"e，

ＫｙｚＭ〃〔〃uersiZiy，Ｆｚ`肋oえα，ＪｔＷ"）

ＡＮＤ

ＳｕｓｕＭｕＳＡＩＴＯ

(ＤｅＰａ７Ｚ，"e"ＺｏＬ/Ｐ(J7asiZoZogy，YtJ'"αgaZaU7ziueバノZly，

Ｓと/iooJq／Ｍａｉｃｉ"e，YbwzagaZa，Ｊ噸α"）

Inthispapertheauthorscarriedouttheobservationsonthemorphologｙｏｆｔｈｅｃｅｒｃａｒ－

ｉａｅｏｆｔｗｏｃｌｏｓｅｌｙrelatedheterophyidHukes，MBZago"z"zz`syoAoga江'αiKatsurada，１９１２ａｎｄ

ＭＺａＭｂａｓＭＳｕｚｕｋｉ，１９３０mainlywiththescanningelectronmicroscope（SEM)．Ｔｈｅfollow‐

ingaccountsdependupontheobservationsonthesecercariae

Mbrago"i,""ｓＺａﾉＭｉａｓｈ/icercariae，ａｂｏｕｔｌ３０βｉｎｂｏｄｙｌｅｎｇｔｈ（measuredinthemicro‐

graphswithSEM)，ａｒｅｌａｒｇｅｒｔｈａｎＭｙｏ肋ｇａｚＭ，ａｂｏｕｔｌＯＯ似ｉｎｌｅｎｇｔｈ（Photoｓ１，２)．Oral

spines，surfacespinesoverthebody，andsensorycilia（terminalprocess)，arecomparatively

largerandlongeｒｉｎｔｈｅｆｏｒｍｅｒｔｈａｎｔｈｅｌａｔｔｅｒ（Photos3-14)．Thefirstanteriorrowoforal

spmes，whichhavehithertobeenregardedasthemostimportantdistinguishingcharacter

betweenthetwospecies，ｗｅｒｅｃｏｎｆｉｒｍｅｄｔｏｂｅｕｓｕｌｌｙ４ｉｎＭ.〃o肋ｇａｚｕａｉ，ａｎｄ５，rarely6，ｉｎ

ＭＺａﾉＭｉａｓＡｉｉ（Photoｓ５，６)．Ｔｈｅｓｅｃｏｎｄｒｏｗｏｆｔｈｅｓｐｉｎｅｓａｒｅａｂｏｕｔｌ２，andthethirdabout

l4・Thesurfacespinesarelongerandmoreslenderventrallythandorsally，andareless

thickerposteriorly，Fivepairsofbulboussensorypapillae，theinnermostofwhichisdirected

inwards，situatedoutsidethefirstseriesoｆｔｈｅｏｒａｌｓｐines，ｗｅｒｅｆｏｕｎｄｈｅｒｅｆｏｒｔｈｅｆｉｒｓｔｔｉｍｅ・

About4pairsofsensorypapillaewithlongciliaaredistributeddorSally（Photosl5，１６)．Ven‐

trallyareabout8pairsofpapillae、Aseriesofsensorypapillaeisarrangedlaterally（Figs，

17,18)．TherearesomevariationsinnumberandlocationofthesepapiUaeamongindividuals・

ＴｈｅｔａｉｌｉｓｌｏｎｇｅｒｉｎＭ.／αﾊahaWimeasuring240-280似（measuredinthemicrographs

withSEM）ｔｈａｎＭｊﾉo肋gamazmeasuringl70-210β・Thesurfaceisdevoidofspines，but

hasmanytransversewrinkles・Thereare4pairsofsensorypapiUae，eachwithacilium（Figs、

19-24)．Ｓｏｆａｒａｓｔｈｅａｕｔｈｏｒｓｗｅｒｅａｗａｒｅ，ｔｈｅｐｒｅｓｅｎｃｅｏｆｔｈｅｓｅｏｒｇａｎｓｉｎｔｈｅｔａｉｌｏｆＭｂｍ‐

ｇｏ"i、"scercariaewasnewlyobservedhereｉｎ、Thefirstanteriorpairexistsnearｔｈｅｍｉｄｄｌｅ

ｏｆｔｈｅｔａｉｌ，ｔｈｅｓｅcondabouttheposteriorthird，ａｎｄｔｈｅｔｈｉｒｄａｎｄｔｈｅｆｏｕｒｔｈａｒｅｃｌｏｓeto

eachotherandplacedmoreposteriorly・Ｔheciliumofthethirdpapillaeisespeciallyshort

usually・Thefinappearedthinnerdorsallythanventrally，ａｎｄｌｏｏｋｅｄｓｏｍｅｗｈａｔｔｈｉｃｋｅｒｉｎ」Ｍ

ＺａﾉＭｉａＷｉｔｈａｎＭ.〃oたogzzzM（Photos25-28)．

Inthepresentexamination，especiallywithSEM，asnotedabove，remarkabledifferences

inultrastructurewerenotdetectedbetweenthecercariaeofthetwocloselyrelatedspecies．

（４８）
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ExplanationofPlates

Photol，CercariaofM.〃o肋ｇａｚＤａｉ×４００．

Photo２．CercariaofM．、ﾉＭｉａｓｈｆｉ×２８０．

Photo３．ＯｒａｌｓｕｃｋｅｒｏｆＭ.〃o肋ｇａｚｕａｉ×4,800．

Photo４．ＯｒａｌｓｕｃｋｅｒｏｆＭＺａﾉMiashii×4,800．

Photo５．ＯｒａｌｓｐｉｎｅｓｏｆＭ.〃o肋ｇａｚｕａｉ×20,800．

Ｐｈｏｔｏ６０ｒａｌｓｐｉｎｅｓｏｆＭ．ＺαﾉＭｉａｓＭ×20,800．

Photo７．DorsalspinesinmiddleportionofM・ｙｏたogazuai×16,000．

Photo８．DorsalspinesinmiddleportionofM．ＺαﾉＭｉａｓｈｉｉ×16,000．

Photo9DorsalspinesinposteriorportionofM・Ｊｏたogazuai×１６，０００．

Photo１０．DorsalspinesinposteriorportionｏｆＭ．Ｚα肋ｈａｓ/iii×16,000．

PhotolLVentralspinesinmiddleportionofM・Ｊｏﾊogazuai×16,000．

Photo12．Ventralspinesinmiddleportionof〃．ｒαﾉＭｉａｓ/ｉｉｉ×16,000．

Photol3VentralspinesinposterioｒｐｏｒｔｉｏｎｏｆＭ.〃oﾊogazuoi×１６，０００．

Photol4VentralspinesinposterioｒｐｏｒｔｉｏｎｏｆＭ．ｒαﾊａｈａｓｈｉｉ×１６，０００．

Photo15．DorsalsensorypapillainmiddｌｅｐｏｒｔｉｏｎｏｆＭ・ｙｏＡｏｇａｍａｉ×１６，０００．

Photo16．DorsalsensorypapillainmiddlepoｒｔｉｏｎｏｆＭ．’αﾉＭｉａｓｈｉｉ×16,000．

Photo17．LateralsensorypapillaeofM.）ﾉo肋ｇａＴｕａｉ×３，６００．

Photo18．LateralsensorypapillaeofM．ＺαﾉＭｉａｓﾉiii×２，４００

Photo19．ＦｉｒｓｔｓｅｎｓｏｒｙｐａｐｉｌｌａｉｎｔａｉｌｏｆＭ・yoAogazuaZ×１１，２００．

Photo２０．FirstsensorypapillaintailofM．ＺαﾉMiasAii×11,200．

Photo２１．SecondsensorypapillaintailｏｆＭ．γo肋ｇａｚｕａｉ×11,200．

Photo２２．SecondsensorypapillaintailofM．Ｚαﾊα/ｉａｓｈｉｉ×11,200．

Photo２３．ThirdandfourthsensorypapillaeofAZyoAogazuai×11,200．

Photo２４．ThirdandfourthsensorypapillaeM・ＺａＡα/has肺×8,000．

Photo２５．DorsalfininposteriorportionofM・yohoga7zuai×18,000．

Photo２６．DorsalfininposteriorportionofM．ｒαﾉＭｉａｓｈｉｉ×１４，４００．

Photo２７．Ventralfininposteriorportionof川..yo肋ｇａｚｕａｉ×１４，４００．

Photo２８．Ventralfininposteriorportionof〃．ｒαﾉＭｉａ.〃ｉ×14,400.
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